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   開     議 

 

 

○渋谷佐輔議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を行います。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、加藤弘二教育委員長から、本日７日か

ら９日までの会議を欠席させてほしい旨の届け

出があり、許可いたしましたのでご報告いたし

ます。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

２号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 日程第１、市政一般に関する質

問を行います。 

 なお、質問の時間は、答弁を含めて60分以内

となっておりますので、ご協力をお願いいたし

ます。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 浅野敏明議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 順位１番、議席番号２番、浅野

敏明議員。 

  （２番浅野敏明議員登壇） 

○２番 浅野敏明議員 おはようございます。 

 市政一般に関する質問、１日目の１番目、創

生会の浅野敏明でございます。 

 このたびの一般質問では、スポーツに親しみ、

明るく元気なまちづくりの視点で質問を行いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 なお、通告書の内容で誤りがございましたの

で、ご訂正をお願いしたいと思います。 

 ４番の２、第12回商工会議所全国青年部サッ

カー大会についてでございますが、第14回の誤

りでございましたので、ご訂正をお願いしたい

と思います。 

 昭和36年に制定されたスポーツ振興法から50

年が経過した平成23年に、スポーツ基本法が制

定されました。スポーツ基本法第２条の基本理

念では、スポーツはこれを通じて幸福で豊かな

生活を営むことが人々の権利であることに鑑み、

国民が生涯にわたり、あらゆる機会とあらゆる

場所において、自主的かつ自律的にその適正及

び健康状態に応じて行うことができるようにす

ることを旨として推進されなければならないと

しています。また、法第４条では、地方公共団

体は、基本理念にのっとり、スポーツに関する

施策を策定し実施する責務を有しています。ま

た、法第10条では、地方公共団体は、国が定め

るスポーツ基本計画をしんしゃくして、その地

方の実情に即した地方スポーツ推進計画を定め

るよう努めることとされています。また、法第

３章第１節スポーツの推進のための基礎的条件

の整備等では、スポーツ推進のための基盤とな

る指導者の養成、施設の整備、学校体育の充実、

国際交流・貢献の推進等が定められています。

また、第２節、多様なスポーツ機会の確保のた

めの環境の整備では、地域におけるスポーツ振

興など、多様なスポーツの機会を確保し、環境

を整備するための施策が定められています。ま

た、第４章、スポーツの推進に係る体制の整備

では、地方のスポーツの推進に関する重要事項

を調査審議するため、都道府県、市町村にスポ

ーツ審議会等の機関を置くことができる規定や、
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これまでの体育指導委員にかわり、市町村のス

ポーツ推進に係る体制の整備を図るため、スポ

ーツの推進のための事業の実施に係る連絡調整

やスポーツの実技の指導など、スポーツに関す

る指導、助言を行うスポーツ推進委員を委嘱す

ることとされています。 

 このように、スポーツを通じて、健康、幸福

で豊かな生活を営むことは地域活性化につなが

るものと思います。また、スポーツは、大きく

生涯スポーツと競技スポーツ、スポーツによる

地域活性化に分かれると思います。 

 まず最初に、長井市の施策において、スポー

ツの環境整備の一環として生涯学習プラザ運動

公園が完成し、今年度からあやめ公園の運動公

園の施設整備に着手しており、その活用を含め、

スポーツに親しみ、健康で元気なまちづくりの

推進は今後の市政運営に欠かせないものと思い

ますが、市長のスポーツに関する考え方を伺い

ます。 

 続いて、通告書の１番目、生涯スポーツの推

進についてご質問します。 

 生涯スポーツとは、一人一人のライフスタイ

ルや年齢、体力、運動機能、興味等に応じて、

生涯にわたり、いつでもどこでも誰でも気軽に

できるスポーツのことだと思います。長井市で

は、平成26年に策定された教育振興計画、生涯

スポーツの推進では、引き続き市民１人１スポ

ーツの推進を提唱しながら、市民のスポーツの

ニーズに対応し、生涯各期に即したスポーツを

推進し、スポーツ人口の拡大や競技力向上、健

康の増進を図るとしています。取り組みの目標

として、成人の週１回以上のスポーツ実施率を

60％、週３回以上のスポーツ実施率を30％程度

とすることを目標とし、成人のスポーツ未実施

者の数をゼロに近づくことも目標としています

が、目標達成のための具体的な施策はどのよう

にされてるのか。また、今後の計画など、教育

長に伺います。 

 ことし10月１日に、日本のスポーツ行政を総

合的に推進するスポーツ庁が発足しました。競

技スポーツだけでなく、誰もがスポーツを楽し

める社会を目標としています。そのスポーツ庁

では、去る10月12日の体育の日に合わせ、平成

26年度の体力・運動能力調査の結果を発表しま

したが、長井市民、特に児童生徒の運動能力に

ついて把握しているのでしょうか。教育長に伺

います。 

 文科省の調査結果では、高齢者で向上傾向が

続き、子供の反復横跳びなどの体力が向上した

反面、ボール投げなど低下傾向で、伸びる能力

と低迷する能力の二極化傾向にあるようです。

また、運動能力調査は、６歳から79歳の男女６

万5,000人を対象に実施しているようですが、

県内のデータも含まれている調査でしょうか、

あわせて教育長に伺います。 

 スポーツ基本法で規定されているスポーツ審

議会、スポーツ推進委員のメンバーの構成と役

割について、教育長に伺います。特に市民１人

１スポーツを推進する上で、スポーツ推進委員

の役割は欠かせない存在だと思いますが、主な

活動の内容と報酬を含めて、市としての支援に

ついて、教育長にあわせて伺います。 

 次に、２番目の総合型地域スポーツクラブに

ついてご質問します。 

 生涯スポーツを推進する上で、総合型地域ス

ポーツクラブ、以下地域スポーツクラブとしま

す。は欠かせない組織であり、地域スポーツク

ラブに期待される効果は地域のスポーツ振興と

にぎわいづくり、２つ、住民参加による地域コ

ミュニティーの活性化、３つ目、いろいろな運

動やスポーツの体験、４つ目、高齢者の居場所

づくりや生きがいづくり、５つ目、健康保持、

増進と体力向上などが上げられると思います。

長井市内の地域スポーツクラブは、平成19年２

月に西根ときめきスポーツクラブ、平成25年２

月に長井花のまちスポーツクラブが設立されて
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いますが、それぞれの会員数の推移及び主な活

動とそれぞれの地域スポーツクラブの課題につ

いて、生涯スポーツ課長に伺います。 

 地域スポーツクラブは、多種目、多世代、多

志向を特徴として、全国で数多くの地域スポー

ツクラブが設立され、山形県においても、34市

町村83団体が設立されています。それぞれ地域

コミュニティーの核として、スポーツを通じて

地域を活性化する役割が期待されています。し

かし、財源や会員の確保を初めとして、各種課

題を抱えている地域スポーツクラブが多いと思

われますが、ことし３月に、日本体育協会で実

施された総合型スポーツクラブの持続可能な推

進に向けた指針・評価指数における当市の地域

スポーツクラブの自己点検、評価の結果はどの

ようになったのか、生涯スポーツ課長に伺いま

す。あわせて、市としての地域スポーツクラブ

の支援策についても伺います。 

 地域スポーツクラブの会員数の拡大を図るに

は、環境整備が最も重要だと思いますが、会員

やスポーツ愛好者が望む施設の環境整備はどの

ようなものがあるのか、生涯スポーツ課長に伺

います。 

 次に、３番目の一般競技スポーツと学校スポ

ーツの現状についてご質問します。 

 市内には、一般の競技スポーツクラブ、スポ

ーツ少年団、学校の部活動など、数多くのスポ

ーツ団体があると思いますが、種目ごとの団体

数と人数について、生涯スポーツ課長に伺いま

す。また、スポーツ団体のうち、市の施設を練

習場所として週２回以上使用している団体数と

人数、学校の部活動は学校以外の施設を使用し

ている団体として数をお願いしたいと思います。

また、そのうち週３回以上使用している団体数

についても、生涯スポーツ課長に伺います。 

 各スポーツ団体とも、練習場所確保に苦慮し

ていると思いますが、年間の練習場の予約はど

のように配分されているのか、生涯スポーツ課

長に伺います。 

 平成29年７月28日から８月20日にかけて、全

国高等学校総合体育大会、いわゆるインターハ

イが開催されます。インターハイは教育活動の

一環として、高校生に広くスポーツの実践の機

会を与え、技能の向上とスポーツ精神の高揚を

図り、心身ともに健全な青少年を育成すること

を目的としています。開催競技は、山形県、宮

城県、福島県の３県で30競技34種目で、そのう

ち山形県では、陸上競技、体操、バレーボール

男子、バドミントン、ソフトボール、レスリン

グ、登山、ホッケー、カヌーの９競技10種目が

開催され、ソフトボール競技は、長井市を初め

南陽市、白鷹町で開催されることになるようで

す。特に山形県開催の競技種目は、開催県とし

てふさわしい成績が期待されていますので、選

手強化や練習場所確保など、競技団体はもとよ

り、体育協会や市町村の手厚い支援も必要にな

ると思います。 

 インターハイに係る山形県の参加者は、選手、

監督で１万2,200人、観客数で20万人と見込ん

でいるようですが、長井市で開催のソフトボー

ル競技大会に係る選手、観客などの見込み人数

はどのぐらいになるのか、教育長に伺います。

また、インターハイのソフトボール競技大会概

要と開催に向けて、長井市としての支援策につ

いて、教育長に伺います。あわせて、実施に向

けた準備体制についても伺います。 

 次に、４番目のスポーツによる地域活性化と

環境整備についてご質問します。 

 生涯学習プラザ運動公園の３種公認の陸上競

技場が完成し、陸上競技を初めとする選手強化

に大きく寄与すると思いますが、今後は施設を

有効に活用し、地域の活性化に結びつくような

取り組みも必要になると思います。 

 毎年開催される長井マラソンや山形県高校駅

伝大会、各年開催される東北高校駅伝大会など、

多くの選手や応援などの観客が長井市においで
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になりますが、経済効果に余りつながっていな

いように感じられます。長井市の宿泊施設のキ

ャパシティーはどの程度あるのか、宿泊施設ご

との収容能力を生涯スポーツ課長に伺います。

これは、高校駅伝大会を例にとって、全体の宿

泊者数と長井市の宿泊施設と宿泊者の人数でお

答えをお願いします。 

 多くの選手や関係者が宿泊する大会であり、

経済効果に対する期待も大きいと思います。ス

ポーツ等の大きなイベントでは、選手はもとよ

り応援などの観客も多く訪れていると思います

が、どのぐらいの人数になっているのか、平成

27年度の長井マラソン、山形県高校駅伝大会な

どの概算人数で結構ですので、お願いいたしま

す。生涯スポーツ課長にこの質問はお願いした

いと思います。また、会場付近で長井の観光案

内と長井名産などの観光販売ブースがあれば、

経済効果と長井のＰＲにもなるのではないかと

思いますが、検討すべきでないでしょうか、あ

わせて伺います。 

 平成26年７月に、静岡市で開催された第12回

商工会議所全国青年部サッカー大会キャプテン

会議において、長井商工会議所青年部会長を初

め、内谷市長もおいでになり、平成28年度の長

井大会誘致のプロモーションの結果、長井大会

が決定となりました。市長みずからプロモーシ

ョンに行かれて誘致に成功したことに敬意を表

したいと思います。 

 第14回商工会議所青年部サッカー大会長井大

会の日程や参加者予定人数など、大会概要につ

いて、市長に伺います。長井市が主会場となる

全国的な大きなイベントでもあり、全国に長井

の魅力を発信する絶好の機会でもあります。開

催に合わせて長井市独自のイベントを開催する

ことでさらに地域活性化に結びつくと思います

が、あわせて市長の考えをお伺いします。 

 教育振興計画、生涯スポーツの推進では、ス

ポーツツーリズムの推進を掲げていますが、具

体的な取り組みの計画について、教育長に伺い

ます。スポーツ合宿誘致と長井の祭りの融合と

して具体策を上げていますが、合宿誘致の取り

組みについても、あわせて伺います。 

 長井市におけるスポーツイベントがあっても、

宿泊施設のキャパシティーが少ないことで、赤

湯温泉など、市外の施設に宿泊者が流れ、長井

市の経済効果に大きく影響することになります

ので、民泊についても検討すべきだと思います。

国家戦略特区取得など、ハードルが少し高いと

思われますが、廃業した旅館を市で借り上げて、

宿泊所とすることなども含めて検討すべきでは

ないでしょうか。市長の考えを伺います。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。（拍手） 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 浅野敏明議員から、スポーツに親しみ元気な

まちづくりについてということで、私は３点ほ

どご質問いただいておりますので、順次お答え

をさせていただきたいと思います。 

 まず最初に、生涯学習プラザ運動公園やあや

め公園、運動施設を活用し、スポーツに親しみ、

健康で元気なまちづくりの推進は、今後の市政

運営に欠かせないものと思うが、市長のスポー

ツに対する考え方はというご質問でございます。 

 やっぱりスポーツの持つさまざまな機能、魅

力ということについて、まず最初に申し上げま

すと、３つぐらいあるのかなというふうに思っ

てます。まず最初は、健康づくりと、これはも

ちろん肉体的なものと精神的なものがあると思

います。スポーツを通じて健康な体をつくり、

そして、同時にストレス解消などの精神面での

リフレッシュもできるという点でございます。

あと、２点目は、やはり生きがいづくりとか趣

味、そして、仲間づくりという機能があると。

あと、３つ目が、議員もおっしゃってるように、

スポーツツーリズムっていいますか、スポーツ
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を通して地域の活性化に資することができるん

じゃないかなと。スポーツということで交流や

観光などを進めることができて、地域の経済に

もいろんな意味で大きくプラスの効果をもたら

すということで、そういった意味では、スポー

ツというのは、行政と見ても非常に重要な分野

だなというふうに思ってるところでございます。

したがって、生涯スポーツ課ということで、も

う６年、７年目ぐらいになるでしょうかね。一

つの課にしたっていうのは、それぐらいスポー

ツを重要視していかなきゃいけないだろうとい

う考え方でございます。 

 生涯学習プラザの運動公園が今年度オープン

いたしまして、こけら事業として開催した西置

賜地区の陸上競技選手権大会では、８つの大会

新記録が出ましたし、選手個人の自己記録更新

も多かったと聞いております。その後の大会で

も好評を得ておりますので、長井市の陸上競技

場として順調にスタートしたと考えております

が、こういったスポーツ施設の整備というのは、

現在進めております市営球場の野球場のリニュ

ーアル等含めて、大分市内の施設は老朽化して

おりますし、今後ともそういった整備に力を入

れていきたいというふうに思います。そして、

スポーツを楽しむ、楽しくスポーツ観戦をする

環境が整う、現在途中でございますけれども、

今後とも議会からもご理解いただいて整備して

まいりたいと考えております。 

 ２点目のスポーツによる地域活性化と環境整

備についてでございます。 

 議員からは、来年の第14回の全国商工会議所

青年部サッカー大会についてでございますが、

大会日程と参加予定人数を含めた大会概要につ

いて、また、長井市が主会場となる大きなイベ

ントで長井市を全国に発信する絶好の機会とい

うことから、開催に合わせて長井市独自のイベ

ントなどはいかがかというようなご提言も含め

てのご質問でございます。 

 ご質問ございました商工会議所青年部全国サ

ッカー大会長井大会の実施概要についてお答え

をしたいと思います。 

 初めに、日程でございますが、平成28年７月

１日金曜日から３日、日曜日に開催予定。３日

間ということの予定でございます。また、参加

対象は、全国の商工会議所青年部会員や商工会

議所職員となっておりまして、参加チーム数は、

現在のところ44チームで、参加者総数が約880

人と見込んでいるようでございます。28年度の

大会主催者は、長井商工会議所青年部会となっ

ておりまして、山形県商工会議所青年部連合会

や長井地区及び米沢地区サッカー協会、試合会

場となる各自治体報道機関が後援となっており

ます。 

 議員からもありましたように、昨年静岡のほ

うに、ちょうど最終的に決まるということで、

金沢市と長井の争いでございました。大方では

金沢だろうと、新幹線も開通して翌年というこ

ともあって、金沢ということが大部分、大方の

見方だったんですが、青年部の働きかけで商工

会議所の会頭と私も一緒に行って、やっぱり地

域を挙げて応援するんだという、その熱意が最

後決め手となって決定したものと思っておりま

す。前回までの大会っていうのは、地方では県

庁所在地とか、静岡みたいに政令都市とか、単

独で開催しておりまして、今回の長井大会とい

うのは、もちろん長井だけでは会場が足りませ

んので、白鷹、南陽、米沢と、あとそして、長

井ということで、４会場をうまく連携をとって

ということで、これがやり方によっては非常に

魅力的なんですが、少し間違えばやっぱり何だ

ということになる、そういったことのないよう

に頑張らなきゃいけないと思っているところで

す。 

 大会プログラムについては、初日に監督会議

及び開会式、２日目の土曜日に予選リーグが置

賜管内７会場にて実施されます。また、これが
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問題なんですが、大懇親会って、私も去年の静

岡大会行ってまいりましたが、1,000名以上い

るんですよね。入れる会場がないです。会議所

青年部の実行委員会として、参加人数等の関係

やバス等の駐車場の確保等も考慮して、置賜生

涯学習プラザで開催するしかないのかなという

ことのようです。ただ、私としては、そうしま

すと、宿泊も長井だけでは当然できないので、

白鷹、南陽、また飯豊も、あるいは米沢もある

ということですから、そうなると、そのまま学

習プラザで親睦会したら帰ってしまうんじゃな

いかということで、ここのところにちょっとい

ろんな工夫が必要なのかなと思ってるところで

す。最終日になる日曜日に、決勝トーナメント

及び閉会式で終了となります。したがって、２

日目の土曜日までは全員、予選で敗退したチー

ムは日曜日の午前中帰られるということになる

んだと思います。既に商工会議所青年部におい

て、開催に向けた準備の企画検討、決定事項の

確認が行われているようで、年内にも大会会場

や大懇親会の会場、スケジュール等の内容をホ

ームページに立ち上げて周知することで進めら

れているようです。 

 ２つ目のご質問でございますが、本大会の開

催時期が７月初めで、あやめまつり実施期間中

でございますので、お越しいただいた方々には、

ぜひあやめ公園に立ち寄っていただくよう、商

工会議所青年部通じて働きかけをしていきたい

と思ってます。また、この大会に合わせたイベ

ントではございませんが、７日２日土曜日につ

いては、長井踊り大パレードも予定されており

ます。積極的に情報発信して活性化に結びつけ

られればと思っています。したがって、この２

日の夜は長井踊りでかなりまちなかはにぎわい

ますので、最初、つつじ公園の駐車場に大きな

テントを張ってやりたいと、屋外で。屋外で今

までそういった懇親会をやったことないそうで、

これぜひ検討したいんですが、そのテントのリ

ース料が莫大だということで、非常にこれがネ

ックになっているようです。そこですと、長井

踊りに飛び入りで参加なども勧められますし、

いろんな趣向を凝らせるんじゃないかなと思っ

ておりますが、今後どうするかについては、関

係課と打ち合わせしたり、あるいは会議所と協

議をしなきゃいけないと思ってますが、やはり

この時期は、あやめと同時にサクランボと、あ

と米沢牛の時期だということで、長井としては、

例えば、市内のラーメン屋さんやそば屋さん、

あるいは焼き肉屋さんで米沢牛とか長井のおい

しい食べ物をいろいろ食べれるような特別券な

どを発行したり、あるいは、最初、そのテント

で米沢牛の焼き肉パーティーを、もう何百人、

1,000名ぐらい入れるようなところでやったら

いいんじゃないかと。あわせて来年スタートす

る観光プラットホームでほかの観光客もそのテ

ントを利用して、米沢牛の焼き肉を食べれるん

じゃないかと。米沢牛の焼き肉っていうと、相

当お客さんが呼べるということのようですんで、

その辺なども考えていきたいというふうに思い

ます。 

 最後に、スポーツツーリズムの具体策につい

てということでございますが、議員ご指摘のと

おり、やっぱり長井市内で、後ほど担当課長の

ほうからあるかと思いますが、宿泊施設の収容

能力の点からいえば、なかなかこの880名、関

係者も含めれば1,000名超える可能性あります

けども、例えば、山形県の高校男女の駅伝競走

大会、それから、東北高校男女の駅伝競走大会、

山形県は毎年、あと、東北は各年でございます

けども、やはり関係者が相当程度、700名から

1,000名ぐらい、あと、高校駅伝の場合は、保

護者などの応援団も来ますので、しかも、駅伝

の場合、もう１泊ではなくて、最低３泊ぐらい

する可能性が高いですね。２泊は当然しますけ

ども。そういったことで、何とかこの地域の宿

泊、飲食、さまざまな面で潤うようにというこ
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とをやってきましたが、残念ながら、長井だけ

では到底収容し切れないので、ほかのまちへ行

ってると。そういった意味では、議員おっしゃ

ることもごもっともだなと。 

 ただし、市としては、かつて長井ダムのＪＶ

の宿舎を譲り受けるという、無償でもらえると

いうことだったんですが、ちょうど、議員もご

承知のとおり、姉歯の耐震偽造のことがあって、

全部基礎を打ち直さなきゃいけないということ

で、それで莫大なお金がかかることから、財政

再建中で取りやめにしました。ああいったよう

なことですといいんでしょうけども、これを市

で購入して直営するっていうのはなかなか大変

じゃないかなと。したがって、農家民宿のよう

な民泊をやっぱり進めるようなやり方だろうな

と。ただし、スポーツ選手ですから、いろんな

条件があるので、果たしてどこまでできるかで

すけども、そういったことを検討していきたい

と、そのように思っております。 

 そういったことがスポーツ以外のいろんな意

味で長井にお客様が滞在できる、そんな機能に

もつながると思っておりますので、今後ともい

ろんな意味で検討したいと思います。以上でご

ざいます。 

○渋谷佐輔議長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 私からは、生涯スポーツの推

進についてお答えいたします。 

 方向性といたしましては、スポーツに親しむ

活動の推進を掲げております。施策としては、

生涯学習プラザを拠点に位置づけて、いつでも

誰でもスポーツに親しめる環境の整備を進める

ことと考えてございます。それを担うのが総合

型地域スポーツクラブ、長井花のまちスポーツ

クラブであり、スポーツ教室やスポーツフェス

ティバルの開催、市報、ホームページ、会報で

スポーツの楽しさ、スポーツの効能、大切さを

お知らせし、参加していただくよう取り組んで

いるところでございます。今後も定期的に参加

できるよう、会員をふやし、週１回のスポーツ

実施率を高めていきたいというふうに考えてご

ざいます。 

 体力・運動能力調査の結果についてのご質問

でございますが、児童生徒の体力、運動能力に

つきましては、市内においても、毎年体力・運

動能力テストを行い、各学校での結果の集計及

び分析を行っております。市内全体の分析も行

っておりますが、長井市の子供たちの実態は、

おおむね全国平均並みかそれを上回っていると

いうふうに捉えてございます。 

 例えば、平成26年度の小学校５年男女では、

16種目中10種目で全国平均を上回ってございま

して、他の６種目も若干全国平均を下回った数

値でありますが、おおむね全国平均並みという

ふうに思っています。また、中学校２年男女で

も、16種目中11種目で全国平均を上回っており

まして、他の５種目もほぼ全国平均並みという

ふうに考えております。特にうれしい結果が出

ているのは、小学校低学年でございまして、な

がいアクティブキッズの幼児期の運動習慣の取

り組みをしていたその成果が出ておりまして、

他の学年よりも、特に投運動ですね、物を投げ

るあたりが県の課題でもありましたけども、そ

ういう面でも力を出しているなというふうに思

っております。幼児期から運動に親しむ経験を

積ませているというのが非常に大事なことだな

と再認識したところでございます。 

 各データが県内のデータに今含まれているか

というご質問でありましたが、それぞれの年代

区分ごとの標本数というんですかね、抽出って

いうふうになってございますので、山形県のデ

ータも標本数の中に当然入っているというふう

に認識しているところでございます。 

 それから、続いて、スポーツ推進委員の役割

等にかかわるご質問でございました。 

 スポーツ推進審議会委員は、学識経験者５名

と市内小・中・高校の代表３名の８名が委員で
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ございまして、生涯スポーツ事業の取り組み、

体育施設の維持管理状況、体育施設整備の計画

等を審議いただいております。学識経験者とし

て、市体育協会会長、長井市スポーツ推進委員

会会長、長井市スポーツ少年団本部長、長井市

体育協会常任理事、総合型地域スポーツクラブ

役員の５名、小・中・高校の代表として、各学

校長３名となってございます。また、スポーツ

推進委員は、各地区からの推薦をもとに委嘱し

てございまして、現在、中央地区が５名、致芳

地区４名、西根地区３名、平野、伊佐沢、豊田

の各地区は２名ずつ、それに公募の委員２名を

加えた20名で構成されております。役割として

は、スポーツの推進のための事業の実施、それ

に係る連絡調整並びに市民の方に対するスポー

ツの実技指導などを行っていただいております。 

 また、スポーツ推進委員の活動内容に報酬を

含めた市の支援というふうについてのご質問に

お答えします。 

 スポーツ推進委員の皆さんが所管されている

事業としては、ソフトバレーボール大会とスポ

ーツごみ拾い大会がございますし、協力事業と

してお務めいただいてるのが、各種駅伝競走大

会と白つつじマラソン大会、長井マラソン大会、

そして、少年少女なわとび大会がございます。

そのほか、全国東北地区で開催されます研修大

会でそこで研さんを積んでいただいているとこ

ろでございます。報酬については、年額３万

2,000円をおあげしているところでございます。

また、統一したジャージで活動していただいて

おりますので、新規の委員の方の分は準備して

支給しているところでございます。また、現在

着用しているウインドブレーカーが15年経過し

ているということで、更新の要望もあって検討

しているところでございます。 

 それから、29年度開催のインターハイについ

てでございます。 

 参加見込みでございましたけれども、ソフト

ボール競技は、長井市のほか、南陽市と白鷹町

が会場になりますので、長井市で試合を行う選

手、監督が400人、そして、観客数はソフトボ

ール女子は保護者の応援も多いというふうに伺

っておりますので、そこを勘案して6,500人と

予測しているところでございます。また、大会

概要、そして、長井市としての支援策、準備体

制等についての質問がございました。 

 大会概要については、平成29年７月29日から

８月２日、長井市会場の試合は８月１日までと

いうふうになっております。開会式については、

長井市で７月29日に開催。会場については、生

涯学習プラザ陸上競技場というふうに考えてお

ります。閉会式については、白鷹町で８月２日。

参加校数が47都道府県から１校ずつプラス開催

地ということで、48校というふうになっていま

す。試合会場については、長井市野球場で１面、

それから、あやめ公園多目的広場、市営グラウ

ンドで１面という。あと、白鷹町に３面という

ふうな会場予定でございます。 

 準備体制としては、ことし近畿大会の滋賀県

守山市の大会を視察してございまして、来年28

年６月に、現地長井市実行委員会を設立いたし

まして、受け入れ体制の準備をし始めるという

ことになっております。それから、28年７月か

ら８月に中国大会がございますのでその視察、

広島県の尾道市に派遣するということになって

おります。支援策といたしましては、市営野球

場、多目的運動広場の整備をリニューアルを行

うということが一番大きなところかと思います。

加えて、先ほど申し上げた実行委員会をつくっ

て受け入れをしっかりしていくということにな

ろうかと思います。 

 それから、スポーツツーリズムの具体的な取

り組みの計画ということでございますが、長井

市では、県内唯一のフルマラソン大会でありま

す長井マラソン大会、白つつじマラソン大会、

県東北高校駅伝競走大会、マラソンのまち、駅
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伝のまちとしてＰＲしておりますが、さらにし

っかりと観光などにもつながるようにというこ

とで、大会終了後、あるいは前日にしっかりと

泊まっていただいて、観光とスポーツの連携と

いうことについては、観光地域づくりプラット

ホームとの機能も生かしながら、交流人口の拡

大に向けて情報発信をしていく必要があるとい

うふうに考えております。 

 さらにスポーツ合宿、長井のまつりの融合等

については、白つつじまつり期間中において、

白つつじマラソン大会を開催しております。そ

こと宿泊というのはなかなか結びついてないの

かなということもありますし、今後、生涯学習

プラザ運動公園活用の合宿の利用ということな

どについても、そこの誘致に向けた取り組みに

ついても、また今後取り組んでいく必要がある

なというふうに思っております。今までも黒獅

子まつりに合わせて、中学生の練習大会のよう

な形で、非常に多くのチームが訪れて宿泊して

いたという例などもありますので、そういう要

望というんですかね、可能性はかなりあるのか

なというふうに思っております。以上でござい

ます。 

○渋谷佐輔議長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 総合型地域スポー

ツクラブについてということでお答え申し上げ

ます。 

 西根ときめきスポーツクラブにつきましては、

西根地区全戸が運営協力金を支払っておりまし

て、950戸程度で推移してございます。会員数

は150名前後ということでございます。活動に

つきましては、スポーツ教室、スポーツ大会。

スポーツ大会といたしましては、パークゴルフ

大会やグラウンドゴルフ大会。あと、各種スポ

ーツのルール教室などを開催いたしまして、多

世代交流が楽しめる地域づくりを目指しており

ます。 

 課題といたしましては、マネジャー、アシス

タントマネジャーなどの配置など、組織の強化

に向けた対策かなというふうに考えてございま

す。 

 花のまちスポーツクラブの会員数は、スター

トした平成25年度が108名、26年度が95名、平

成27年度は、ペア会員、あと、後期会員等の新

設で170名となってございます。会員拡大に工

夫して今取り組んでおるところでございます。

活動といたしましては、スポーツ教室、スポー

ツイベントの開催のほか、運営委員会を定期的

に開催いたしまして、生涯学習プラザを拠点と

して、スポーツが気軽に楽しめる環境づくりに

取り組んでおります。 

 課題といたしましては、安定した組織にする

ための財源の確保ということになるのかなとい

うふうに考えてございます。 

 次の地域スポーツクラブの自己点検評価の結

果ということでございますけれども、こちらは、

実施してございません。こちらにつきましては、

総合型クラブがモデル事業として取り組んでか

ら約20年が経過したということで、運営を担っ

ていただいておりましたいわゆる第一世代が次

の世代に引き継ぐというような時期が来ました

ので、そういう観点から、今後取り組むべき事

項が一目で容易にわかるようにこのような評価

指標を作成したということで、この辺の自己点

検については、今後の検討ということのようで

ございます。 

 続きまして、クラブに対する支援策でござい

ますけれども、西根ときめきスポーツクラブに

つきましては、最初の運営当初は補助金等の支

援も行っておりましたけれども、現在は、倶楽

部通信という広報紙の全戸配布を市報の発送と

同時期に行っております。長井花のまちスポー

ツクラブに対しましては、総合型地域スポーツ

クラブ支援事業補助金として、平成26年度決算

で675万3,000円を支出してございます。そちら

の財源の内訳として、303万5,000円がスポーツ
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振興くじの助成ということでいただいておると

ころでございます。 

 クラブ会員、スポーツ愛好者が望む施設の環

境整備ということでございますけれども、主な

ものとしては、トレーニングジムの開設、あと、

続いて交流スペース、お茶を飲めるような場所

ということでございますけれども、そのような

ものの開設。あとは、冬期間の体育館の暖房設

備という３点が多く要望のあるものということ

でございます。 

 次に、一般競技スポーツと学校スポーツの現

状ということで、現在のスポーツ団体の状況で

ございますけれども、市内の体育施設と市内

小・中学校の体育館夜間開放の状況でございま

すけれども、10団体以上の活動の多いものでご

ざいますが、バレーボールが29団体489名、サ

ッカー、フットサルが16団体356名、バスケッ

トボールが15団体256名、バドミントンが13団

体318名、テニスが13団体242名、卓球が13団体

205名というふうな形になってございます。 

 市の施設の利用の状況でございますけれども、

２回以上使っている団体は、39団体、登録者数

で787名でございました。３回以上につきまし

ては、15団体、登録者数は390名というような

状況でございました。 

 次に、予約の配分等でございますけれども、

市内小・中学校体育館の夜間開放事業に関しま

しては、年度末の市報等でお知らせをしており

ます。年間を通して定期的にスポーツ活動をす

る５人以上の団体が申請できるということで、

学校ごとに設置してございます運営委員会で調

整いただいて、登録、申請をして、許可を受け

て活動してる状況でございます。市民体育館に

つきましても年間通して活動する団体について

は登録をしていただいていると。生涯学習プラ

ザ体育館につきましては、各種競技の県大会と、

その予選大会等がございますので、そちらを計

画する競技団体から前年の12月末までに日程調

整計画書を提出いただきまして調整を行って、

その後、一般の方からの申し込みを受け付けし

てございます。時期としては、２カ月前から受

け付けをしている状況でございます。 

 次に、スポーツによる地域活性化と環境整備

ということで、長井市の宿泊施設関係でござい

ますけれども、長井市内の宿泊施設の定員を合

わせますと547名になるようでございます。 

 ことしの東北高校駅伝に関してでございます

が、高体連のほうでエージェントを通して宿泊

施設を確保いたしまして、各学校でそこに宿泊

の申し込みをするという形をとっておりました。

市内の施設に関しては、先ほど547名の収容能

力ということになりますけども、そこのうちの

495名分を確保しておりまして、宿泊した実績

といたしましては延べ624名分の宿泊というこ

とでございました。大会全体でエージェントを

通した宿泊でございますが、延べ1,509名とい

うことでございました。 

 次に、訪れる観客数ということでございます

けれども、東北高校駅伝につきましては、平日

開催でございましたけれども、各県の代表とい

うことでコースや中継所の位置などの照会が多

くありました。高校生の方の祖父母に当たる方

が、うちの孫が走るので応援に行きたいと、コ

ースとか食事どころを教えてほしいといった内

容の照会が多くございました。強豪校につきま

しては、保護者を中心に応援していただいてい

るようですので、おおむね選手と同数程度の

700名程度に来ていただいてるのかなというふ

うに考えてございます。 

 物産販売につきましては、地場産業振興セン

ターのほうで売店というか出店してございます

ので、そこで他県からのお客様ですので、長井

市なり山形のお土産というものを購入いただい

ているというような状況でございます。 

 以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ２番、浅野敏明議員。 
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○２番 浅野敏明議員 それぞれ丁寧な応対あり

がとうございました。思ったより時間がなくな

りましたので、ちょっと前後させてもらいます

が、生涯スポーツ課長に伺います。 

 環境整備の関係ですけれども、あやめ公園の

運動公園のテニスコートの整備につきましては、

地域スポーツ施設整備助成、いわゆるスポーツ

振興くじ、ｔｏｔｏとも申しますが、を活用し

て実施する計画とお聞きしていますが、今後の

手続について伺います。 

○渋谷佐輔議長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 現状でございますけれども、あやめ公園運動

施設全体の整備とかかわってきますので、野球

場とグラウンドの整備の進捗ともかかわってく

るのでございますが、考え方といたしましては、

平成28年度中に設計をしたもので、平成29年度

のスポーツ振興くじ事業のほうに申請いたしま

して、29年度の工事というふうに考えてござい

ますけれども、29年度、インターハイがござい

ますので、夏場の大会がございますので、29年

度、工事を実施するということになったときに、

そこの前にできるのか、後にしなくてはいけな

いのかというようなところをちょっと検討しな

ければいけないのかなというふうなことで現状

進めているところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 29年度の助成を受けると

いうようなお話でしたけども、そうすると28年

度中に申請というふうになりますか。 

○渋谷佐輔議長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 28年度中の説明会

が毎年11月ごろにございます。年度ごとの予算

でございますので、取り組む事業、通常同じよ

うな事業が続くというふうに予測してございま

すが、そこで説明会を受けて、その後の準備と

いうことになるかと思います。 

○渋谷佐輔議長 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 多分28年度中の申請にな

るかと思います。その申請時には実施計画書的

なものも必要になりますので、単独で少し見な

ければならない部分ございますので、少し検討

をお願いしたいというふうに思います。 

 時間ありませんので、長井花のまちスポーツ

クラブについて、伺いたいと思います。 

 地域スポーツクラブにつきましては、先ほど

申しましたようにスポーツしたい人、それから

できない人を引き込めるか、これが鍵だと思い

ます。スポーツにお金を払ってでもいいと思う

ような質の高いサービスの提供が必要だと思い

ます。将来的に地域スポーツクラブとして自立

運営できるよう、会員拡大を図る必要がありま

すが、今後の展望と目標とする会員は何名ぐら

いになるでしょうか。生涯スポーツ課長に伺い

ます。 

○渋谷佐輔議長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 クラブのほうともいろいろ情報交換させてい

ただいてますけれども、会員数は多ければ多い

ほどよいというふうなことになるかと思うので

すけれども、現在検討しておる中身で賛助会員

の拡大というのもございまして、そちらと、あ

と会員の数もある程度確保しなくてはいけない

わけですが、参加者、いわゆる会員でなくても

入れる、会員になって入っていただくのが基本

かと思いますけれども、そのようなところをい

ろいろ試算をしてみたところですが、結論とし

てははっきりした数字は出ておりませんでした。 

 会員の方をふやすと、今度なかなかスポーツ

教室等の開催をする場所を考慮しなくてはいけ

ないというふうなところがございまして、現状

の生涯学習プラザの体育館等を使ってやるとい

うようなところで、最大のところでは500名程

度の会員がいれば、参加者の動きがあってもあ

る程度のところの運営はできるのかなというよ

うなところは１回試算したっていうような状況
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がございます。 

○渋谷佐輔議長 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 ありがとうございました。 

 じゃあ、最後になりますが、個人会員の拡大

はなかなかハードルが高いと思います。自治公

民館や企業などが団体会員として加入すること

も検討すべきだと思いますが、生涯スポーツ課

長に伺います。 

○渋谷佐輔議長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 その件につきまし

ては、現在団体会員の区分を設定するというこ

とで検討しておりまして、今後、総会なり理事

会等で決定をいただくということで準備を今進

めておるところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 あと、質問はございませ

んが、今後いろいろなスタッフ、それから指導

者、財源確保といろいろ課題が多くあるかと思

います。ｔｏｔｏの助成だけでなくて、文科省

のスポーツによる地域活性化推進事業などもあ

るようでございますので、ぜひ研究していただ

いて、今後の持続可能なクラブになるよう今後

ともよろしくお願いしたいと思います。 

 以上で質問は終わります。 

 

 

 五十嵐智洋議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位２番、議席番号12番、

五十嵐智洋議員。 

  （12番五十嵐智洋議員登壇） 

○１２番 五十嵐智洋議員 先日行われました市

民との意見交換会に初めて参加させていただき、

貴重なご意見やご要望を賜り、大変参考になり

ました。中に私の父を覚えていてくださった方

から、あなたのお父さんは大きな夢を語ったも

のだ。今の議員も瑣末なことにこだわらず、夢

のあることを話ししてもらいたいと心強いエー

ルを頂戴いたしました。 

 ６月議会で、女性の結婚、妊娠、出産を理由

に企業が退職を迫ったり、不利な労働条件を押

しつけるマタニティーハラスメントが、現在の

取り返しのつかない少子化、人口減少につなが

った要因であることを申し上げました。県庁や

県内各市が収納代理事務を委託する金融機関で

は、何十年来、女性行員が結婚すると望まなく

てもほぼ全員が退社せざるを得ない事実を上げ、

山形県の金融機関ほか主要な企業が率先して労

働基準法を守り、少子化を防ぐべきだと20年前

もこの壇上から訴えました。 

 自治体の人口の将来展望を示す最新の地方人

口ビジョンでは、山形県は45年後の2060年人口

が79万人となり、現在の119万人から32％も減

少すると推計されています。これは、全国都道

府県で悪いほうから５番目のお寒い数字であり

ます。 

 マタニティーハラスメントがなくなれば、少

子化に劇的な歯どめがかかります。マタハラを

撲滅し、地域を人口減少から救うのが私の信念

であり夢でありますので、今後もあらゆる機会

で働きかけていきたいと考えております。 

 さて、先月末の山形新聞紙上で、本町のヨー

クベニマル長井店が来年２月末に撤退するとの

記事が掲載されました。ヨーク長井店は、タウ

ンセンタービルのキーテナントで、29年７月ま

で契約を延長したものの、それ以前の撤退がう

わさされ、現実となったことに多くの市民は驚

き、ヨークが出たあとがどうなるかが市民の大

きな関心事であり、また不安材料でもあります。 

 同店は昭和63年、まさにバブル期絶頂のとき

に開店しました。当時の長井市、飯豊町、白鷹

町をあわせた人口は現在より１万人以上多く、

ほかに郊外の大型店はなく、コンビニエンスス

トアもなかった時代、ヨーク長井店には市内外

から客が押し寄せ、開店当初の年商は40億円に




